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「
衡
平
氏
家
譜
」
補
遺
│
伊
良
部
島
に
お
け
る
家
譜
・
士
族
成
立
の
背
景
・
来
歴 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

平
良 

勝
保 

 

は
じ
め
に 

 

本
誌
〔
第
21
号
〕
（
二
〇
一
七
年
）
に
「
史
料
紹
介
と
解
説
・
衡
平
氏
家
譜
」

〔
正
統
〕
（
佐
和
田
）
を
紹
介
し
た
。
伊
良
部
島
で
発
見
さ
れ
た
家
譜
は
、
①
「
根

間
氏
家
譜
支
流
」
〔
仲
地
・
『
平
良
市
史 

第
三
巻 

資
料
編
１
』
（
以
下
「
市
史
三
巻
」

と
略
記
す
る
〕
、
②
「
伊
安
氏
家
譜
正
統
」
（
仲
地
・
『
平
良
市
史 

第
八
巻 

資
料
編

６
』
（
以
下
「
市
史
八
巻
」
と
略
記
す
る
）
、
③
「
益
茂
氏
家
譜
支
流
」
（
仲
地
・
市
史

第
八
巻
）
、
④
「
思
明
氏
家
譜
正
統
」
（
国
仲
・
市
史
第
八
巻
）
、
本
誌
〔
第
21
号
〕

が
あ
る
。
本
号
で
紹
介
し
た
「
染
地
氏
家
譜
支
流
」
は
、
平
良
で
発
見
さ
れ
た
。

し
か
し
、
伊
良
部
島
の
染
地
氏
は
、
伊
良
部
島
に
分
家
・
移
転
後
も
平
良
の
「
染

地
氏
家
譜
支
流
」
に
仕
次

し

つ

ぎ

し
て
き
た
。
伊
良
部
島
で
は
、
「
衡
平
氏
家
譜
正
統
」

と
本
号
の
「
染
地
氏
家
譜
支
流
」
を
加
え
る
と
六
つ
の
家
譜
が
発
見
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
ほ
か
、
宮
金
氏
（
寛
）
、
白
川
氏
（
恵
）
、
忠
導
氏
（
玄
）
、

馬
続
氏
（
良
）
、
湛
孫
氏
（
宣
）
な
ど
の
氏
姓
が
、
伊
良
部
島
で
発
見
さ
れ
た

家
譜
に
見
え
る
（
カ
ッ
コ
内
は
名
乗
り
頭
）
。 

  

琉
球
・
先
島
に
お
け
る
家
譜
の
成
立 

 

『
琉
球
国
由
来
記
』
（
外
間
守
善
・
波
照
間
永
吉
編
、
一
九
九
七
年
、
角
川
書
店
）
に

よ
れ
ば
、
沖
縄
本
島
地
域
で
は
家
譜
の
編
修
は
羽
地
朝
秀
の
時
代
（
一
七
世
紀
半

ば
～
一
六
七
三
年
）
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
（
五
三
頁
）
。
『
球
陽
』
に
よ
れ
ば
、

そ
の
後
一
六
八
九
年
、
王
府
の
な
か
に
系
図
座
が
設
置
さ
れ
（
『
球
陽 

読
み
下

し
編
』
（
球
陽
研
究
会
編
、
一
九
七
四
年
、
角
川
書
店
）
、
二
二
四
頁
）
、
翌
年
に
系
図

座
に
「
中
取
」
が
配
置
（
同
前
、
二
二
五
頁
）
、
ま
た
一
六
九
二
年
に
筆
者
が
増
員

さ
れ
た
（
同
前
、
二
二
九
頁
）
。
一
七
〇
九
年
か
ら
は
、
「
御
」
を
冠
し
「
御
系
図

座
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
（
同
前
、
二
四
四
頁
）
。 

 

※
田
名
真
之
は
、
家
譜
編
修
の
始
期
を
一
六
五
六
年
に
比
定
し
、
ま
た
一
六
五
〇
年
か
ら

家
譜
編
修
が
始
ま
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
琉
球
家
譜
の
成
立
と
そ
の

意
義
」
『
沖
縄
近
世
史
の
諸
相
』
、
一
九
九
二
年
、
ひ
る
ぎ
社
）
。 

 

『
球
陽
』
に
よ
れ
ば
、
先
島
は
一
七
二
九
年
に
家
譜
編
修
が
許
可
さ
れ
た
（
二

九
四
頁
）
。
『
球
陽
』
の
記
事
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
／
は
原
文
改
行
を
示
す
。
ふ

り
が
な
は
引
用
者
。
以
下
同
）
。 

 
 

始
め
て
宮
古
・
八
重
山
の
役
人
の
、
家
譜
を
纂
修
し
及
び
賜
ひ
て
復
姓
を

用
ふ
る
こ
と
を
許
す
。
／
宮
古
・
八
重
山
の
人
、
家
譜
有
る
こ
と
無
し
。

数
世
を
歴
過
し
て
、
昭
穆

し
ょ
う
ぼ
く

〔
父
子
長
幼
の
序
列
〕
已す

で

に
乱
れ
、
親
疎
知
ら
ず
。

而し
か

し
て
系
統
派
流
・
祖
宗
の
功
徳
、
未
だ
曾か

つ

て
詳
明
せ
ず
。
是
れ
に
由
り

て
、
其
の
役
人
を
し
て
各
々
家
譜
を
修
め
し
む
。
且
復
姓
幷な

ら

び
に
名
乗
を

賜
ひ
、
敢
へ
て
諱
名

い

み

な

〔
幼
名
の
こ
か
と
か
〕
を
用
い
ず
。
永
く
後
世
に
垂
れ
、

以
て
伝
家
の
至
宝
と
為
す
。 

 
多
良
間
向
裔
氏
の
「
家
伝
書
」
よ
れ
ば
、
「
康
熙
五
十
八
亥
〔
一
七
一
九
〕
年
、

諸
役
人
勤
書
仕
立
、
一
冊
完
差
登
、
一
冊
は
島
へ
扣

ひ
か
え

召
置
」
と
「
勤
書
」
（
功

績
書
き
）
の
作
成
が
指
示
さ
れ
て
い
る
（
『
多
良
間
村
史 

第
二
巻 

資
料
編
１
』
、

六
一
九
頁
）
。
「
八
重
山
島
年
来
記
」
に
も
同
年
に
「
忠
書
相
し
ら
ひ
〔
調
べ
〕
被

仰
付
候
也
」
と
あ
り
（
『
沖
縄
県
史
料 

前
近
代
１ 

首
里
王
府
仕
置
』
、
二
九
二
頁
）
、
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こ
の
頃
か
ら
家
譜
作
成
の
機
運
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

宮
古
島
で
も
っ
と
も
由
緒
あ
る
「
白
川
氏
家
譜
正
統
」
は
一
七
五
四
年
成
立
（
市

史
三
巻
、
一
七
三
頁
）
、
「
忠
導
氏
家
譜
正
統
」
は
一
七
五
七
年
の
成
立
と
な
っ
て

い
る
（
同
前
、
三
三
七
頁
）
。 

 

根
間
氏
・
益
茂
氏
・
思
明
氏
の
事
例 

 

最
初
に
、
『
平
良
市
史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
根
間
氏
家
譜
支
流
」
・
「
益

茂
氏
家
譜
支
流
」
・
「
思
明
氏
家
譜
本
宗
」
に
つ
い
い
て
見
て
い
き
た
い
（
伊
安

氏
の
出
自
は
も
と
も
と
伊
良
部
島
で
あ
る
こ
と
か
ら
検
討
の
対
象
か
ら
除
く
）
。 

 

根
間
氏
家
譜
支
流 

「
根
間
氏
家
譜
支
流
」
は
、
七
世
定
義
（
一
六
九
七
年
生
）

が
祖
と
な
っ
て
い
る
。
家
譜
の
内
容
を
子
細
に
検
討
す
る
と
、
七
世
定
義
の
時

代
か
ら
平
良
居
住
の
十
一
世
定
辰
に
子
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
八
世
定
孝
の

弟
（
定
堅
）
の
系
統
で
あ
る
十
一
世
定
憲
（
一
八
〇
九
年
生
）
に
家
統
を
継
が
せ

た
と
考
え
ら
れ
る
（
市
史
三
巻
、
四
二
一
～
四
二
七
頁
）
。
定
憲
に
は
兄
定
泰
〔
一
七

九
年
生
ま
れ
一
八
三
六
年
没
〕
が
い
る
が
女
子
し
か
子
が
い
な
い
。
し
か
し
、
養
子

縁
組
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。 

 

十
一
世
定
憲
は
、
父
は
「
国
仲
尓
也
定
友
」
（
定
堅
の
孫
）
で
あ
る
。
定
憲
の

兄
定
泰
の
家
譜
記
事
に
は
母
は
「
仲
地
村
国
仲
尓
也
蒲
戸
」
と
あ
る
（
同
前
）
。

定
憲
の
子
十
二
世
定
泰
は
伊
良
部
島
に
居
住
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。 

 

益
茂
氏
家
譜
支
流 

「
益
茂
氏
家
譜
支
流
」
は
、
二
世
昌
包
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。
昌
包
の
生
年
は
崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
）
と
記
さ
れ
る
が
、
干
支
は
「
丙

寅
」
（
一
六
二
六
年
、
崇
禎
三
年
は
庚
午
）
と
あ
る
（
市
史
八
巻
、
六
六
一
頁
。
以
下
の

記
述
も
同
じ
）
。
没
年
は
順
治
一
四
年
と
あ
る
が
、
干
支
は
「
癸
未
」
（
一
六
五
三

年
）
と
記
さ
れ
る
（
同
前
）
。 

 

三
世
昌
道
の
生
年
は
順
治
一
四
年
（
一
六
五
七
）
と
あ
る
が
、
干
支
は
「
丙
戌
」

（
一
六
四
六
年
）
と
あ
り
、
父
は
二
世
昌
包
で
、
母
は
「
長
浜
村
百
姓
屋
真
女
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
昌
包
は
、
一
六
八
四
年
、
若
文
子
（
蔵
元
出
仕
）
と
な
り
、

一
七
〇
〇
年
に
は
新
里
目
差
と
な
っ
て
い
る
。
一
七
一
三
年
の
多
良
間
島
へ
の

出
張
が
最
後
の
公
務
と
な
っ
て
い
る
。
没
年
は
、
一
七
一
六
年
。 

 

昌
包
は
、
現
役
中
も
し
ば
し
ば
伊
良
部
島
に
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
妻

は
、
伊
良
部
村
百
姓
の
娘
、
三
世
昌
道
の
妻
も
伊
良
部
村
百
姓
の
娘
と
な
っ
て

い
る
。
昌
道
は
、
役
職
に
就
け
な
か
っ
た
た
め
伊
良
部
島
に
居
住
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
伊
良
部
島
居
住
の
最
初
の
人
物
は
、
三
世
昌
道
で
あ
ろ
う
。

三
世
昌
道
か
ら
姻
戚
関
係
は
す
べ
て
伊
良
部
島
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

十
七
世
紀
半
ば
か
ら
伊
良
部
島
に
居
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
十
八
世
紀

後
半
に
家
譜
の
申
請
を
行
い
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
家
譜
で
注
目
す
べ
き
は
、
昌
包
の
父
で
あ
る
益
茂
氏
一
世
の
昌
穏
は
、

首
里
士
族
益
氏
の
大
宗
謝
名
具
志
川
親
雲
上
里
頼
の
子
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
（
同
前
、
六
五
一
頁
お
よ
び
『
氏
集 

首
里

那
覇

』
、
二
八
頁
参
照
。
以
下
『
氏
集
』
と
略

記
す
る
）
。
宮
古
島
で
生
ま
れ
た
昌
穏
は
、
二
世
昌
包
の
生
年
か
ら
見
て
十
七
世

紀
前
後
（
い
わ
ゆ
る
古
琉
球
と
称
さ
れ
る
時
代
）
に
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
古
琉
球
に
ど
の
よ
う
な
用
件
で
宮
古
島
に
来
島
し
た
の
か
不
明
で
あ

る
。
多
良
間
向
裔
氏
の
祖
朝
裔
は
、
万
暦
二
十
九
年
（
一
六
〇
一
）
に
生
ま
れ
て

お
り
、
尚
姓
「
浦
添
親
方
朝
師
、
／
宮
古
島
・
八
重
山
島
御
検
使
之
時
生
産
之

子
」
と
さ
れ
る
（
市
史
三
巻
、
一
五
六
頁
）
。
「
御
検
使
」
と
は
後
世
に
付
さ
れ
た

肩
書
き
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
先
島
査
察
の
目
的
で
来
島
し
た

の
で
あ
ろ
う
。 

 
謝
名
具
志
川
親
雲
上
里
頼
は
、
浦
添
親
方
朝
師
の
随
行
員
と
し
て
来
島
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
益
茂
氏
一
世
の
昌
穏
が
そ
の
と
き
の
子
だ
と
す
れ
ば
、

朝
裔
と
同
じ
頃
に
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
宮
古
の
益
茂
氏
家
譜
大
宗
、
首

里
の
益
氏
大
宗
と
も
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
）
。 

 

思
明
氏
家
譜
正
統 

 
「
思
明
氏
家
譜
正
統
」
の
初
代
は
、
伊
佐
尓
也
常
恵
（
康
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熙
五
十
六
＝
一
七
一
七
年
生
ま
れ
）
で
、
父
は
「
首
里
府
思
氏
伊
佐
筑
登
之
親
雲
上

豊
忠
」
と
な
っ
て
い
る
（
市
史
八
巻
、
五
一
九
頁
）
。
伊
佐
筑
登
之
親
雲
上
豊
忠
と

は
、
「
宮
古
島
在
番
記
」
（
以
下
「
在
番
記
」
と
略
称
す
る
）
に
よ
れ
ば
康
熙
五
十

五
年
（
一
七
一
六
）
か
ら
後
期
五
十
七
年
ま
で
宮
古
島
に
在
番
筆
者
と
し
て
赴
任

し
て
い
た
「
伊
佐
里
之
子
親
雲
上
」
が
い
る
（
市
史
三
巻
、
九
七
頁
）
。
四
世
常
孝

の
家
譜
記
事
に
は
、
「
亡
曽
祖
父
思
氏
伊
佐
筑
登
之
親
雲
上
当
島
在
番
筆
者
」

と
あ
り
（
市
史
八
巻
、
五
二
〇
頁
）
、
「
在
番
記
」
の
「
伊
佐
里
之
子
親
雲
上
」
と

同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
首
里
の
思
氏
は
筑
登
之
筋
目
で
あ
り
、
「
在
番
記
」
は

「
里
之
子
」
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。 

 

『
氏
集
』
よ
れ
ば
、
首
里
の
思
氏
に
は
八
つ
家
統
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
大
宗

家
を
含
む
七
家
統
は
名
乗
り
頭
「
豊
」
と
な
っ
て
お
り
、
一
家
統
は
「
伊
佐
（
こ

れ
を
名
島
と
い
う
）
筑
登
之
親
雲
上
」
で
「
常
」
を
名
乗
り
頭
と
し
て
い
る
（
氏
集
、

三
二
頁
）
。
那
覇
系
と
見
ら
れ
る
思
氏
の
家
統
は
四
家
統
あ
り
、
四
家
統
と
も
「
伊

佐
」
を
家
名
（
名
島
）
と
し
て
い
る
が
、
名
乗
り
頭
は
「
豊
」
が
一
家
統
、
「
常
」

が
三
家
統
と
な
っ
て
い
る
（
氏
集
、
七
九
頁
）
。
な
ぜ
、
一
部
の
家
統
が
「
豊
」
か

ら
「
常
」
に
変
更
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
宮
古
島
の
思
明
氏
が
「
常
」
を

名
乗
り
頭
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宮
古
島
に
赴
任
し
た
「
豊
忠
」
は
、
『
氏

集
』
の
連
番
951
「
常
政
」
の
係
累
の
可
能
性
が
あ
る
（
氏
集
、
三
二
頁
）
。 

 

「
思
明
氏
家
譜
正
統
」
は
、
三
世
常
好
（
一
七
五
五
年
生
れ
、
一
七
九
〇
年
没
）
の

代
に
家
統
が
絶
え
た
。
そ
の
た
め
、
「
外
戚
」
新
崎
筑
登
之
親
雲
上
（
四
世
常

孝
）
を
跡
目
と
し
て
い
る
（
市
史
八
巻
、
五
三
〇
頁
）
。
養
子
と
な
っ
た
年
は
「
子ね

」

と
あ
る
の
み
だ
が
、
四
世
常
孝
は
一
七
四
二
年
生
ま
れ
で
「
御
札
年
四
拾
五
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
（
同
前
）
、
「
子
」
と
は
一
八
〇
四
年
と
推
定
さ
れ
る
（
一
八

〇
一
年
に
宗
門
手
札
改
が
あ
っ
た
）
。
三
世
常
好
は
一
七
九
〇
年
に
没
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
単
純
計
算
で
没
後
十
四
後
に
家
統
の
継
承
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

間
は
「
近
キ
親
類
」
の
「
平
良
に
や
」
が
「
預
か
り
位
牌
」
を
管
理
し
、
先
祖

供
養
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
市
史
八
巻
、
五
三
〇
頁
）
。 

 

四
世
常
孝
の
実
父
は
「
国
仲
村
無
系
新
崎
筑
登
之
親
雲
上
」
と
な
っ
て
い
る
。

四
世
常
好
は
、
嘉
慶
十
一
年
（
一
八
〇
六
）
に
荷
川
取
村
の
耕
作
仮
筆
者
と
な
り
、

道
光
四
年
（
一
八
二
四
）
に
没
し
て
い
る
。
退
役
後
、
伊
良
部
島
に
戻
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。 

  

染
地
氏
と
衡
平
氏
の
事
例 

 

染
地
氏
家
譜
支
流 

「
染
地
氏
家
譜
支
流
（
系
祖
二
世
実
元
）
」
の
う
ち
、

伊
良
部
島
在
住
の
染
地
氏
は
「
湛
孫
氏
長
浜
村
跡
目
島
尻
筑
登
之
」
宣
克
が
染

地
氏
六
世
実
時
の
養
子
と
な
り
、
一
八
二
三
年
に
家
統
を
継
い
だ
こ
と
に
始
ま

る
。
湛
孫
氏
は
、
首
里
湛
氏
の
後
裔
と
考
え
ら
れ
る
。
宣
克
は
、
「
乾
隆
四
十

七
年
（
一
七
八
二
）
壬
寅
十
月
十
日
生
」
で
あ
る
。
湛
氏
の
家
名
は
、
名
嘉
真
・

伊
良
皆
・
屋
良
が
多
く
見
ら
れ
る
（
氏
集
、
三
二
頁
）
。
し
か
し
「
在
番
記
」
に
は

一
七
八
二
年
前
後
の
在
番
・
在
番
筆
者
・
詰
医
者
に
は
右
の
家
名
は
見
ら
れ
な

い
。
「
在
番
記
」
で
は
、
康
熙
四
十
八
年
（
一
七
〇
九
）
在
番
「
屋
良
親
雲
上
」

の
赴
任
が
み
え
、
康
熙
五
十
年
（
一
七
一
一
）
に
は
在
番
筆
者
「
伊
良
皆
里
之
子

親
雲
上
」
（
同
前
、
九
六
頁
）
、
乾
隆
二
十
一
年
（
一
七
五
六
）
に
も
在
番
「
伊
良

皆
里
之
子
親
雲
上
」
が
み
え
る
（
同
前
、
一
〇
〇
頁
）
。
伊
良
部
の
湛
孫
氏
は
、「
染

地
氏
支
流
家
譜
」
に
、
道
光
二
十
一
年
（
一
八
四
一
）
生
ま
れ
の
「
湛
孫
氏
島
尻

仁
也
宣
得
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
宣
克
は
伊
良
部
「
湛
孫
氏
」
の
嫡
子
で

は
な
く
、
兄
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

※
「
里
之
子
」
は
、
「
筑
登
之
」
の
誤
り

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

衡
平
氏
家
譜
正
統 

衡
平
氏
の
場
合
も
、
伊
良
部
島
に
住
む
「
や
ま
下
地
」

を
養
子
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
伊
良
部
島
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

（
本
誌
〔
第
21
号
〕
（
二
〇
一
七
年
）
「
史
料
紹
介
と
解
説
・
衡
平
氏
家
譜
」
）
。 
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士
族
の
多
い
伊
良
部
島
│
衡
平
氏
補
遺 

 

士
族
の
多
い
要
因 

宮
古
の
家
譜
の
な
か
に
は
、
多
く
の
養
子
縁
組
関
係
史

料
が
み
え
る
。
特
に
伊
良
部
島
の
家
譜
に
は
多
い
。
こ
れ
は
、
宮
古
本
島
内
の

村
々
に
比
べ
、
現
地
に
赴
任
し
、
現
地
の
女
性
を
現
地
妻
に
す
る
ケ
ー
ス
が
多

か
っ
た
の
で
は
な
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
平
良
と
の
縁
戚
関
係
も
多

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

「
仲
立
氏
家
譜
支
流
（
系
祖
九
世
幸
房
）
」
の
十
三
世
幸
恒
（
一
七
九
五
年
生

ま
れ
）
の
項
に
は
、 

女
子
を
三
名
も
う
け
た
が
、
妻
（
仲
地
村
百
姓
、
屋
真
、
与
那
覇
女
蒲
戸
）
が
若

く
て
亡
く
な
っ
た
の
で
、
子
育
て
な
ど
ど
う
し
た
ら
良
い
も
の
か
と
考
え

仲
地
村
百
姓
女
「
可か

毎ま

戸と

」
（
継
室
と
は
な
っ
て
い
な
い
）
と
「
取
合
」
（
交

際
＝
こ
こ
で
は
内
縁
の
妻
と
解
釈
）
と
の
間
で
も
う
け
た
子
を
「
跡
目
」
と
し

た
い
。 

と
の
十
二
世
幸
緒
の
「
口
上
覚
」
（
一
八
四
九
年
）
が
あ
る
（
市
史
三
巻
、
三
九
五

頁
）
。
そ
れ
が
翌
年
認
め
ら
れ
、
十
三
世
幸
恒
と
な
る
。
な
お
、
十
二
世
幸
緒
に

は
先
妻
と
の
間
に
十
三
世
幸
定
が
い
る
が
、
嘉
慶
十
五
年
（
一
八
一
〇
）
の
成
人

儀
礼
（
片
髪
を
結
う
）
以
降
の
記
事
は
な
い
。
夭
折
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

十
三
世
幸
恒
は
、
そ
の
後
国
仲
村
の
耕
作
筆
者
、
仲
地
村
耕
作
筆
者
と
な
っ

て
い
る
（
同
前
、
三
九
六
頁
）
。
十
三
世
幸
恒
の
実
母
も
国
仲
村
と
な
っ
て
い
る

（
同
前
、
四
〇
〇
頁
）
。
「
仲
立
氏
家
譜
支
流
（
系
祖
九
世
幸
房
）
」
の
ケ
ー
ス
と

同
じ
よ
う
に
、
十
一
世
幸
永
の
実
父
は
「
伊
安
氏
下
地
仁
也
方
□
」
で
、
実
母

は
「
伊
良
部
村
百
姓
」
の
娘
で
あ
る
（
同
前
、
三
九
三
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
一
八
〇

三
年
に
伊
良
部
島
に
住
む
人
物
を
養
子
に
迎
え
て
い
る
。
十
一
世
幸
永
の
頃
か

ら
伊
良
部
島
に
定
住
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
十
一
世
幸
永
の
系
統
は
、
伊
良
部

島
の
家
譜
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
が
、
現
物
お
よ
び
複
製
本
を
確
認
し
て
な
い

た
め
末
尾
で
言
及
し
た
。 

表：明治36年12月　士族・百姓人口比

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

佐和田村 105 6 111 81 208 289 400 74 9 83 243 254 497 580 980 40.8%

長浜村 102 4 106 215 286 501 607 62 8 70 120 164 284 354 961 63.2%

国仲村 30 3 33 60 77 137 170 42 4 46 81 104 185 231 401 42.4%

仲地村 93 4 97 174 269 443 540 29 8 37 71 125 196 233 773 69.9%

伊良部村 85 2 87 168 226 394 481 56 6 62 77 156 233 295 776 62.0%

砂川村 6 0 6 8 15 23 29 89 8 97 218 306 524 621 650 4.5%

友利村 32 0 32 52 58 110 142 126 10 136 231 371 602 738 880 16.1%

宮国村 9 1 10 7 22 29 39 177 9 186 323 466 789 975 1,014 3.8%

新里村 9 0 9 22 22 44 53 121 7 128 271 366 637 765 818 6.5%

東仲宗根村 326 20 346 467 777 1,244 1,590 27 33 60 60 137 197 257 1,847 86.1% 13.9% 平良

出典：区間切本籍人員族称及棄児（琉球政府編『沖縄県史　第20巻』、1967年、所収）

＊1　伊良部村と伝統的農村地域（旧城四ヵ村）と平良五ヵ村のうち東仲宗根村を抽出した。

＊2　士族人口比は各村ごと、百姓比は地域ごとに算出した。

＊3　出典では、百姓は「平民」とあるが、近世的に百姓とした。

百姓
人口計村名

士族戸主 士族家族 百姓戸主 百姓家族
士族
人口計

43.5%

92.2%

伊
良
部
島

宮
古
島
中
南
部

人口計
士族
人口比 地域百姓比
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家
譜
か
ら
見
る
と
、
近
世
中
期
以
降
（
十
八
世
紀
末
）
か
ら
、
伊
良
部
島
の
士

族
人
口
は
増
え
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
に
士
族
の
多
い
島
で
あ
っ
た
。

近
代
の
史
料
で
は
、
伊
良
部
島
の
人
口
の
半
分
を
超
え
る
約
五
六
．
五
％
は
士

族
で
あ
っ
た
（
表
参
照
）
。
町
方
で
な
い
地
域
社
会
に
士
族
が
多
い
と
い
う
点
で

は
、
多
良
間
島
も
同
様
な
傾
向
が
あ
り
、
約
五
〇
％
が
士
族
で
あ
る
。
離
島
と

い
う
要
因
が
影
響
し
た
と
考
え
て
い
る
が
、
し
か
し
池
間
島
（
佐
良
浜
地
区
を
含

む
）
に
士
族
は
一
人
も
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
単
に
離
島
と
い
う
要
因
だ

け
で
は
説
明
で
き
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。 

 

衡
平
氏
補
遺 

宮
古
島
に
お
け
る
医
師
の
は
じ
め
は
、
雍
正
年
間
か
ら
乾
隆

年
間
初
期
（
一
七
四
〇
年
前
後
）
の
白
川
氏
十
二
世
恵
真
だ
と
思
わ
れ
る
が
（
市
史

三
巻
、
三
〇
二
頁
）
、
そ
の
後
恵
真
の
子
十
三
世
恵
将
も
医
道
を
学
ん
で
い
る
。

以
下
は
、
一
七
四
七
年
の
「
口
上
覚
」
で
あ
る
（
同
前
、
三
〇
三
頁
）
。
こ
こ
で
は
、

大
意
を
示
す
。 

 
 

私
は
去
る
酉
年
（
一
七
四
一
）
医
道
稽
古
を
す
る
よ
う
に
と
、
久
場
筑
登
之

親
雲
上
に
召
し
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
翌
年
、
上
国
し
三
年
滞
在
、
医
道
稽

古
に
一
所
懸
命
励
み
、
久
場
筑
登
之
親
雲
上
に
助
け
ら
れ
一
七
四
四
年
に

宮
古
島
に
戻
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
間
断
な
く
勤
め
、
時
々
地
域
養
生
の

た
め
に
も
働
き
ま
し
た
。
父
が
急
死
し
た
跡
役
に
ど
う
か
私
を
仰
せ
つ
け

て
く
だ
さ
い
。 

 

こ
の
「
口
上
覚
」
に
記
さ
れ
た
久
場
筑
登
之
親
雲
上
と
は
、
一
七
四
七
一
年

に
宮
古
島
に
「
疱
瘡
養
生
」
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
「
久
場
淳
流
」
と
考
え
ら

れ
る
。
「
在
番
記
」
に
よ
れ
ば
、
一
七
四
一
に
来
島
し
、
翌
年
戻
っ
て
い
る
（
同

前
、
九
九
頁
）
。
ま
た
、
こ
の
「
口
上
覚
」
に
は
、
久
場
筑
登
之
親
雲
上
が
お
墨

付
き
を
与
え
て
い
る
が
（
同
前
、
三
〇
三
頁
）
、
「
在
番
記
」
に
は
「
久
場
里
之
子

〔
筑
登
之
〕
親
雲
上
」
宮
古
島
に
最
初
の
詰
医
者
と
し
て
、
一
七
四
四
年
に
派
遣

さ
れ
、
一
七
四
七
年
に
戻
っ
て
い
る
（
同
前
、
九
九
頁
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

前
回
も
書
い
た
。
「
久
場
淳
流
」
は
宮
古
島
の
医
療
教
育
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

一
七
六
七
年
の
「
与
世
山
親
方
宮
古
島
規
模
帳
」
に
は
、
《
伊
良
部
村
の
「
か

め
国
仲
」
と
い
う
者
は
医
道
の
心
得
が
あ
り
、
詰
医
者
に
付
い
て
学
ぶ
と
と
も

に
二
度
上
国
し
医
学
を
学
び
、
宮
古
島
の
医
療
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
の
で

夫
遣
い
（
労
働
力
挑
発
）
を
免
除
す
る
よ
う
に
》
と
い
う
指
示
が
あ
る
（
同
前
、
六

二
七
頁
）
。 

 

最
後
に
、
「
史
料
紹
介
と
解
説
・
衡
平
氏
家
譜
」
で
は
、
士
族
と
な
っ
て
貢

祖
が
軽
く
な
っ
た
こ
と
を
記
し
た
が
、
民
費
（
地
方
費
＝
蔵
元
費
）
は
本
租
よ

り
多
く
、
士
族
の
負
担
は
百
姓
の
五
％
以
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
貢
租
は
実
質

的
に
半
分
以
下
と
な
る
。 

  

※
本
誌
〔
第
21
号
〕
（
二
〇
一
七
年
）
に
執
筆
し
た
「
史
料
紹
介
と
解
説
・
衡
平
氏
家
譜
」

に
は
、
目
も
あ
て
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
ミ
ス
が
多
く
あ
り
、
関
係
者
に
は
ご
迷
惑

を
か
け
ま
し
た
。
家
譜
と
い
う
も
の
は
、
近
し
い
も
の
い
と
っ
て
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な

問
題
を
含
む
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
不
十
分
な
点
に
つ
い
て
は
今
後
深
め
て

い
き
た
い
。
筆
耕
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
が
か
な
り
傷
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
い
く
つ
か

の
制
約
が
あ
っ
た
が
、
「
伊
良
部
島
に
は
な
ぜ
士
族
が
多
い
の
か
」
お
よ
び
「
養
子
縁

組
と
身
分
制
を
め
ぐ
る
問
題
」
「
医
療
を
め
ぐ
る
問
題
」
等
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
貴

重
な
史
料
で
あ
る
と
考
え
た
た
め
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
ミ
ス
が
多
か

っ
た
た
め
、
本
稿
を
執
筆
し
正
誤
表
を
付
け
る
こ
と
に
し
た
。
ミ
ス
が
あ
っ
た
こ
と
に

加
え
時
宜
を
失
し
た
こ
と
に
対
し
、
関
係
者
に
陳
謝
す
る
と
と
も
に
ご
海
容
を
請
う
次

第
で
す
。 

※
あ
ま
り
に
も
ミ
ス
が
多
い
た
め
草
稿
を
送
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
筆
者
自
身
で
も
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
が
起
き
た
の
か
必
然
性
が
理
解
で
き
な
い
ミ
ス
が
多
い
。
不
明

を
恥
じ
つ
つ
、
編
集
部
に
も
深
く
お
詫
び
す
る
次
第
で
す
。
正
誤
表
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
渡
久
山
章
氏
の
ご
助
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。 
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　 　 　 誤

② 女 子  同 姉 蒲 戸

③ 女 子 　 和 種 氏 下 地 尓 也 長 女 亀

⑤ 女 子 　 玻 立 氏 〔 下 略 〕

⑥ 女 子 　 同 姉 蒲 戸

⑧ 女 子 　 二 月 十 九 日 生

名 嘉 真 知 香

〔 前 略 〕 百 姓 金 女 免 嘉

〔 前 略 〕 七 月 十 二 日 〔 中 略 〕 七 十 九

〔 前 略 〕 名 嘉 真 尓 也

〔 前 略 〕 八 月 九 日

父 兄 知 建

〔 前 略 〕 寬 □

〔 前 略 〕 二 女

〔 前 略 〕 四 月 十 三 日

〔 前 略 〕 兄 知 敷

〔 前 略 〕 四 月 十 七 日

〔 前 略 〕 十 月 十 三 日

知 意
〔 前 略 〕 十 一 日 〔 結 〕 　 片 髪

〔 前 略 〕 十 一 月 十 五 日

〔 前 略 〕 寬 教

写 真 で は 確 認 で き な い 。 （ 　 行 の 注 ）

知 説
手 書 き 原 稿 で は 「 知 良 」 と な っ て い る 。

尚 泰 王 世 代

咸 豊 九 年 己 未 十 一 月 朔 日 結 片 髪

父 母 （ 兄 ） 知 説

〔 前 略 〕 八 月 七 日

〔 前 略 〕 二 月 一 日

〔 前 略 〕 武 佐

尚 泰 王 世 代

　 同 治 六 年 丁 卯 十 二 月 六 日 結 片 髪

〔 前 略 〕 己 亥 九 月 八 日 生

明 治 十 年 十 一 月 二 十 日 生

母 宮 金 氏 河 充 尓 也

〔 前 略 〕 九 月 九 日 片 髪

知 花 下 地 【 塩 川 】 仁 屋

〔 前 略 〕 十 一 月 十 一 日 生

明 治 三 十 酉
マ マ

八 月 九 日 元 服

同 兄 知 明

明 治 三 十 三 庚 子 八 月 九 日 元 服

〔 前 略 〕 下 地 尓 也

〔 前 略 〕 十 一 月 十 一 日 生

父 母 照 屋 〔 下 略 〕

知 祥 【 登 】

尚 泰 王 時 代 （ マ マ ）

〔 前 略 〕 二 女

明 治 三 十 三 庚 子 十 一 月 十 三 日 元 服

母 同 兄 知 茂

1885

同 兄 知 祥

明 治 三 十 四 年 九 月 〔 下 略 〕

父 母 知 祥

〔 前 略 〕 四 月 五 日

　 　 　 正

② 女 子  母 同 姉 蒲 戸

③ 母 和 種 氏 下 地 尓 也 景 業 長 女 亀

⑤ 女 子 　 母 玻 立 氏 〔 下 略 〕

⑥ 女 子  母 同 姉 蒲 戸

⑧ 女 子 　 二 月 十 日 生

〔 前 略 〕 名 嘉 真 清 林 知 香

〔 前 略 〕 百 姓 金 女 松 免 嘉

〔 前 略 〕 七 月 十 三 日 〔 中 略 〕 七 十 五

〔 前 略 〕 名 嘉 真 尓 也 知 何

〔 前 略 〕 八 月 九 日 生

父 同 兄 知 建

〔 前 略 〕 国 仲 尓 也 寬 □

〔 前 略 〕 二 女 善

〔 前 略 〕 四 月 十 二 日

〔 前 略 〕 兄 知 尋

〔 前 略 〕 四 月 十 二 日

〔 前 略 〕 十 月 三 日

知 意 平 良 尓 也

〔 前 略 〕 十 一 日 結 片 髪

削 除
〔 前 略 〕 十 一 月 二 十 五 日

〔 前 略 〕 寬 教 三 女 免 嘉

傍 線 部 分 削 除

知 説 　 下 地 仁 也

系 図 お よ び 手 書 き 原 稿 で は 「 知 良 」 と な っ て い る 。

削 除
咸 豊 五 年 己 卯 二 月 六 日 生

尚 泰 王 世 代

　 同 治 六 年 丁 卯 十 二 月 六 日 結 片 髪

父 同 兄 知 説

〔 前 略 〕 八 月 十 七 日

〔 前 略 〕 二 月 十 日

〔 前 略 〕 蒲 戸

削 除
削 除

削 除
〔 前 略 〕 己 亥 十 月 二 十 三 日 生

同 治 六 年 丁 卯 九 月 十 四 日 生

尚 泰 王 世 代

　 光 緒 七 年 辛 乙 九 月 八 日 結 片 髪

同 治 十 年 辛 未 十 一 月 二 十 日 生

母 宮 金 氏 川 満 尓 也

〔 前 略 〕 九 月 九 日 結 片 髪

知 花 下 地 仁 屋

〔 前 略 〕 十 一 月 十 二 日 生

明 治 三 十 年 酉 八 月 九 日

削 除
明 治 三 十 三 年 庚 子 旧 八 月 九 日 元 服

〔 前 略 〕 下 地 尓 也 知 任

〔 前 略 〕 十 一 月 十 二 日 生

父 照 屋 〔 下 略 〕

知 祥 【 登 】 下 地 仁 也

尚 泰 王 世 代

〔 前 略 〕 二 女 屋 真

明 治 三 十 三 年 庚 子 十 一 月 三 日 元 服

父 母 同 兄 知 茂

削 除
母 同 兄 知 祥

明 治 三 十 四 年 辛 丑 旧 九 月 〔 下 略 〕

童 名 宇 免 屋

父 母 同 兄 知 祥

〔 前 略 〕 四 月 十 五 日

　 「 史 料 紹 介 と 解 説 ・ 衡 平 氏 家 譜 」 正 誤 表 （ 家 譜 及 び 家 系 図 の み ）

頁 段

末 尾 注 1

下 段 注

末 尾 注 2

1
4
行 後 に 挿 入

1
0 ･ 1
1

1
7
行 以 下 に 挿 入

7 ・ 8 の 間 脱 字

*
1

*
1

*
1

*
2

1
3
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衡 平 氏 系 図

第 六 代知 武 第 五 代

＊ １ 知 説 は の ち に 「 知 悦 」 に

　 　 変 更 さ れ て い る 。

＊ ２ 知 辰 は の ち に 「 知 良 」 に

　 　 変 更 さ れ て い る 。

注

第 十 代第 九 代第 八 代第 七 代

㉖ 女 子

知 花
知 之

知 傳

第 十 一 代

知 明

㉓ 女 子

㉔ 女 子

知 貴

㉕ 女 子

⑳ 女 子

知 教
知 躰

㉑ 女 子

㉒ 女 子

知 言
知 包

⑱ 女 子

⑲ 女 子

知 序

知 何 知 睦
知 吉

知 任
知 順

＊ ３ 女 子 は 系 図 ・ 家 譜 に も 記

　 　 録 が な い 。

＊ ４ 知 金 は 系 図 ・ 家 譜 に も 記

　 　 録 が な い 。

知 恒 知 敷

知 尋
知 似

知 量

⑤ 女 子

知 起

⑥ 女 子

知 建

① 女 子

② 女 子

知 長 ③ 女 子

知 栄

⑦ 女 子

⑧ 女 子

⑨ 女 子

④ 女 子

知 相

⑭ 女 子

⑬ 女 子

知 辰 ＊ ２

知 逸

⑩ 女 子

⑪ 女 子

⑫ 女 子

知 可
知 説 ＊ １

( 女 子 ) ＊ ３

( 知 金 ) ＊ ４

⑮ 女 子

知 員

知 意
知 令

知 集

⑯ 女 子

⑰ 女 子

知 章
知 祐
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